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訪問看護ステーションの推移 
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都道府県別に見た在宅療養支援診療所数 

H23

へ平均 
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厚生労働省医療施設(静態・動態）調査・病院報告を参考に報告者作成 
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北海道の２次医療圏別に見た在宅療養機支援診療所数 

H24

札幌は在宅療養支援診療所の道内の割合
が49.4% 

13 厚生労働省医療施設(静態・動態）調査・病院報告を参考に報告者作成 
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～長崎の例～ 



背景 

全国在宅死亡率→12.4％ 

2003年長崎の在宅死亡率→ 7.5％ 

 

2003年3月長崎Dr.ネットを開設 

2004年長崎の在宅死亡率→ 9.0％ 
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長崎Dr.ネット 

近隣の開業医同士の連携 

参加するメンバーで連絡の取り合いを徹
底 

 

 

互助的運用が可能に 

2009年在宅死亡率は10.1％に上昇 
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Dr.ネット事務局 

連携医（主治医、副主治医） 

協力医 

連携病院 患者 ケアマネー
ジャー 

ヘルパー 管理栄養士 訪問看護 

病院医師 

連携 連携 

ドクターネット 

コーディネーター 

（認定NPO法人長崎在宅Dr.ネットを参考に報告者作成） 



新しい動き 
 地域限定での少人数での連携 

 

 メーリングリストの試み 

 

 病院カンファレンスへの在宅医の参加 
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・在宅医療技術の普及 

・医療機関の中での連携体制 

・人材の不足・確保 
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在宅医療連携拠点事業 
高齢化、価値観の多様化に伴い、自分らしく
過ごす「生活の質」を重視する医療が求められ
ている。 

在宅医療を提供する機関等を連携拠点とし
て、医療の提供を目指すモデル事業。 
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